
（様式１）【高等学校用】 

令和５年度 岩手県立平舘高等学校経営計画 

校長：千葉 賢       

 

１ 校訓・教育目標 

【校訓】「開拓者精神」 

【教育目標】 

(1) 自他の人格に対する尊厳を持ち、積極的に社会に参画する人材の育成 

(2) 真理を探究し、誠実に課題と向き合い、解決する人材の育成 

(3) 教養と情操を豊かにし、自己の能力と品位を高め、地域と世界をつなぐ人材の育成 

(4)「開拓者精神」の基本姿勢である「自勝」、「自彊」、「自立」、「自尊」の姿勢を持った、心

身ともに健全な人間の育成 

２ 

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー 

(1)育成を目指す資

質・能力に関す

る方針 

（グラデュエーシ

ョン・ポリシー） 

①自ら考える力、自分の言葉で表現できる力を育成 

②他者と協働しながら地域で活躍できる行動力を育成 

③多様な価値観を受け入れ交流できる対話力を育成 

④八幡平市の歴史や文化、自然や観光資源等を理解し、ふるさとの魅力を発信する力を育成 

⑤人としての優しさ，正しさ，美しさを身に付け、学びに向かう力、生きる力を育成 

(2)教育課程の編成

及び実施に関す

る方針 

（カリキュラム・ポ

リシー） 

①多様化する生徒の支援や個別最適化、教科横断的な授業を実践し、学力向上を図ります。 

②課題解決能力の育成を図るため、総合的な探究の時間⇒【八幡平市探究】の取組を体系化

した主体的な学習を実践します。 

③地域社会に貢献できる力を身につけるため、地域連携、産学連携の充実を図り、実学を学

び、様々な体験・交流ができる学びを推進します。 

④八幡平市の輝く大人との交流、人材を活用した学びを深め、イノベーションを喚起します。 

⑤地域の産業振興を踏まえ、行政・商工会・企業・教育関係機関と連携し、高度で専門的な

分野を学ぶための学びの環境整備に努めます。 

(3)入学者の受け入

れに関する方針 

（アドミッション・

ポリシー） 

①探究心が旺盛で、地域の課題解決に積極的に取り組む生徒 

②他者の立場や考えを尊重し、思いやりのある行動やコミュニケーションを大切にする生徒 

③目標達成に向けて失敗を恐れず、チャレンジ精神で物事に取り組み、努力を惜しまない生

徒 

④八幡平市の大自然の中で、故郷の魅力を実感しながら自分の可能性を伸ばしたい生徒 

⑤命と絆を大切にして、強い意志と優しい心をもって、誰かのために頑張れる生徒 

３ 魅力化協働パートナー 

八幡平市、八幡平市商工会事務局長、八幡平市商工会青年部、（有）ファーストコートサービ

ス、I-Attract.代表鈴木絵美氏、障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所ﾎﾟﾊﾟｲの家、平舘高校同窓会、特別養

護老人ﾎｰﾑ麗峰苑、盛岡情報ビジネス＆デザイン専門学校他 

４ 

目
指
す
学
校
像 

(1)今年度の重点目

標 

重点目標 達成指標 

ア 主体的な学びの定着と学習指導の充実に
より、わかる、力がつく授業で基礎・基本を
定着させる。（学力の向上） 

・授業に満足しているか(R4評価 87％)   
【85％以上】 

イ 多様化する生徒個々の実情を深く理解し、
「豊かな心と健やかな体を育むこと」ととも
に、学校いじめ防止対策の取組を柱として早
期発見・対応に努める。 

・いじめの未然防止等の指導に適切に対応
しているか(R4評価 84％)       

【85％以上】 

ウ 部活動、ボランティア活動を推進し、「心
身ともに健全な人間を育成すること」で充実
した高校生活を体験させる。 

・地域の活動やボランティア活動に取組ん
でいるか (R4評価 93％)        

【95％以上】 
 

エ 総探・キャリア教育を充実させるととも
に、個に応じたきめ細やかで適切な指導によ
り「進路目標を実現すること」 

・生徒一人ひとりに応じた進路指導がなさ
れているか(R4評価 90％)       

【90％以上】 

オ 保護者・地域に開かれた学校として、双方
向から連携を強化し、「特色ある学校・信頼
される学校の構築」に努める。 

・保護者との連携を大切にし、ＰＴＡ活動が
行われているか(R4評価 92％) 

【90％以上】 

(2)取組方針 

ア (ｱ)多様化する生徒に対応できる授業の実現（基礎基本の定着、主体的な家庭学習、個別
最適な教材の準備、個々が主体的に課題を設定し探究、解決策を考える） 

(ｲ)授業評価アンケート結果（年３回）を受けての授業改善・工夫 
(ｳ)ＩＣＴを活用した授業の研究・研修・実践、協働的な学びの実現 

イ (ｱ)基本的な生活習慣の確立と人としての「心の在り方」指導の徹底 
(ｲ)特別支援教育の充実（個別の指導計画等の作成、特別な評価の研究、中高の連携、イ

ンクルーシブ教育の充実に向けた継続的な教員研修、共通理解） 
(ｳ)いじめの早期発見と解消に向け、組織としての対応、研修の活用により教職員の資質
能力の向上を図る。（ＳＮＳ問題やいじめ防止等に向けた環境作り） 

(ｴ)生徒支援に必要な中学校、支援学校、外部関係機関との多様な連携体制の構築 



（様式１）【高等学校用】 
ウ (ｱ)部活動の活性化、地域の活動に参加させる 

(ｲ)地域性を生かした特色ある学校づくりの推進（地域貢献） 

エ (ｱ)インターンシップの充実 
(ｲ)生徒一人ひとりの特性にあった就職先の斡旋 
(ｳ)生徒の可能性を最大限に生かした志望校の決定と受験体制の早期構築 
(ｴ)ＮＩＥ学習、プレゼンテーションと対話学習、小論文指導等の充実 

オ (ｱ)ＰＴＡ活動の活性化（学校行事への参加者数の増加） 
(ｲ)復興教育・防災減災教育・情操教育の推進 
(ｳ)ＣＳの活動を通して新たな付加価値の発見に努め、委員との連携・強化の構築 

他 (ｱ)コンプライアンスの確立～教育品質の保証、使命感・倫理意識の保持 
(ｲ)働き方改革の推進～業務改善、ICTの活用と合理化、行事の精選、運営の工夫 
(ｳ)明るい職場～風通しの良い雰囲気を醸成し全員参加型の学校組織マネジメントを推進
しお互いが学び合える、高め合える、支え合える、組織力のある教育現場 

 


